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  研究内容 

芽生えた場所から移動することのできない植物は降りかかるストレスから逃れることができません．例

えば，土壌中の必須栄養素の不足は重大なストレスとなりますが，そのような環境でも，植物は，限ら

れた栄養素を効率よく使って成長し，次世代の種子を形成して生命のバトンを繋いでいきます．栄養欠

乏環境下での生育には，栄養素の生物学的利用能を向上させるために，細胞内の自己成分を分解して再

利用するための機構である「オートファジー（自食作用）」が重要な役割を果たします．私は，オート

ファジーが，どの様に制御され，何を，どのように認識して分解することによって，多様な生理機能の

発揮に繋がっているのか明らかにしています．加えて，植物がもつ独自の機能や，植物の生物的・生理

的な特性，多種類の栄養素間の相互作用などに着目しながら，栄養ホメオスタシス維持システムの分子

機構の全体像を包括的に理解することで，最終的に低栄養素環境でも高い生産性を生み出せる農作物の

作出に貢献することを目指しています． 
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